
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
あたら

しい年
とし

をむかえ、いよいよ学年
がくねん

最後
さ い ご

の学期
が っ き

となりました。感染症
かんせんしょう

を予防
よ ぼ う

するためには、きちんと

手
て

を洗
あら

うこと、１日
にち

３回
かい

栄
えい

養
よう

バランスのとれた食事
しょくじ

をしっかり食
た

べること、ストレスや疲
つか

れをためない

ことが重要
じゅうよう

です。引
ひ

き続
つづ

き、一人一人
ひ と り ひ と り

が感染
かんせん

予防
よ ぼ う

を徹底
てってい

し寒
さむ

くて起
お

きるのがつらい時期
じ き

ですが、早寝
は や ね

・

早
はや

起
お

きをし、朝
あさ

ごはんを食
た

べて元
げん

気
き

に登校
とうこう

しましょう。 

１月
がつ

２４日
か

から３０日
にち

の１週
しゅう

間
かん

は「全国
ぜんこく

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

週間
しゅうかん

」です。第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

後
ご

の日本
に ほ ん

は食 糧
しょくりょう

不足
ぶ そ く

に見
み

舞
ま

われました。こうした状 況
じょうきょう

に世界
せ か い

各国
かっこく

か

ら支援
し え ん

物資
ぶ っ し

が届
とど

けられ、戦争
せんそう

で中断
ちゅうだん

されていた学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

が再開
さいかい

されました。

「全国
ぜんこく

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

週間
しゅうかん

」はこの再
さい

開
かい

を記
き

念
ねん

して行
おこな

われている行
ぎょう

事
じ

です。戦後
せ ん ご

、

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

は学校
がっこう

で行
おこな

われる教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

の１つに位置
い ち

づけられました。成長期
せいちょうき

の今
いま

だけでなく、将来
しょうらい

にわたって健康
けんこう

で心
こころ

豊
ゆた

かな生活
せいかつ

を送
おく

るために大切
たいせつ

なこ

とを、毎
まい

日
にち

の給
きゅう

食
しょく

を通
とお

して学
まな

んでいく場
ば

になっています。 

 １月の行事と食べ物  

 １月２４日～３０日は「全国学校給食週間」です！  

１月の目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

   食文化について知ろう！！ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 正月
しょうがつ

三
さん

が日
にち

が明
あ

けてからも、７日
か

の「人
じん

日
じつ

の節句
せ っ く

」、11 日
にち

の「鏡
かがみ

開
びら

き」、15 日
にち

の「小正月
こしょうがつ

」と、

正月
しょうがつ

行事
ぎょうじ

が続
つづ

きます。人
じん

日
じつ

の節句
せ っ く

には、７種類
しゅるい

の若菜
わ か な

を入
い

れた「七
なな

草
くさ

がゆ」を、小正月
こしょうがつ

には、小豆
あ ず き

を入れた「小豆
あ ず き

がゆ」を食
た

べて、１年
ねん

の無
む

病
びょう

息
そく

災
さい

を願
ねが

う風
ふう

習
しゅう

があります。年末
ねんまつ

年始
ね ん し

のごちそうで

疲
つか

れた胃
い

腸
ちょう

を休
やす

めるのにも、ぴったりな行事食
ぎょうじしょく

です。 

 

昭和村学校給食センター 

TEL：24-6210 
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 また、鏡
かがみ

開
びら

きでは、歳
とし

神様
がみさま

にお供
そな

えしていた鏡
かがみ

もちを下
さ

げて、 

お汁粉
し る こ

などにして食
た

べ、家族
か ぞ く

の健康
けんこう

や幸福
こうふく

を願
ねが

います。鏡開
かがみびら

きの 

もちを小正月
こしょうがつ

の小豆
あ ず き

がゆに入
い

れることもあります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校給食の歴史を知ろう！  

戦争
せんそう

が終
お

わり、子
こ

どもたちの栄養
えいよう

状態
じょうたい

の悪化
あ っ か

が心配
しんぱい

されたことから、1946（昭
しょう

和
わ

21）年
ねん

に、アメリカのLARA（アジア救援
きゅうえん

公認
こうにん

団体
だんたい

）から給 食 用
きゅうしょくよう

物資
ぶ っ し

の寄贈
き ぞ う

を受け、

翌
よく

年
とし

１月
がつ

から学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

が再開
さいかい

されました。当初
とうしょ

は給 食 用
きゅうしょくよう

物資
ぶ っ し

の贈呈式
ぞうていしき

が行
おこな

われた12

月
がつ

24日
か

を「学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

感謝
かんしゃ

の日
ひ

」としましたが、1950（昭和
しょうわ

25）年度
ね ん ど

からは冬休
ふゆやす

みと

重
かさ

ならない１月
がつ

24日
か

～30日
にち

を「全国
ぜんこく

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

週間
しゅうかん

」と定められました。 

 学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

は、明
めい

治
じ

２２年
ねん

山
やま

形
がた

県
けん

鶴
つる

岡
おか

町
まち

（現在
げんざい

の鶴岡市
つるおかし

）の私立
し り つ

忠
ちゅう

愛
あい

小学校
しょうがっこう

で、貧
まず

しい

家
か

庭
てい

の子
こ

どもたちに昼 食
ちゅうしょく

を提供
ていきょう

したことが始
はじ

まりとされています。忠
ちゅう

愛
あい

小学校
しょうがっこう

はお寺
てら

の中
なか

にあり、お坊
お ぼ う

さんたちが米
こめ

や野菜
や さ い

、魚
さかな

などで食事
しょくじ

を作
つく

って、無償
むしょう

で提供
ていきょう

していまし

た。その後
ご

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

は子
こ

どもたちの栄養
えいよう

を改善
かいぜん

するための方法
ほうほう

として国
くに

から奨励
しょうれい

され

各地
か く ち

へ広
ひろ

まっていきましたが、戦争
せんそう

による食 料
しょくりょう

不足
ぶ そ く

の影響
えいきょう

で実施
じ っ し

できなくなりました。 

昭和25年に、アメリカ

から寄贈された小麦粉

でパンが作られ、「パ

ン・ミルク・おかず」

の完全給食が始まりま

した。 

 
1954（昭和

しょうわ

29）年
ねん

に「学校
がっこう

給 食 法
きゅうしょくほう

」が公布
こ う ふ

・施行
し こ う

され、学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

は 

教育
きょういく

活動
かつどう

として実施
じ っ し

されることになりました。それから、時代
じ だ い

の移
うつ

り変
か

わりとともに、子
こ

どもたちの

食
しょく

生
せい

活
かつ

を取
と

り巻
ま

く環
かん

境
きょう

は大
おお

きく変
へん

化
か

し、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

の内
ない

容
よう

も変
か

わっていきました。 

 

1954（昭和
しょうわ

29）年
ねん

に「学校
がっこう

給 食 法
きゅうしょくほう

」が公布
こ う ふ

・施行
し こ う

され、学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

は教育
きょういく

活動
かつどう

として実施
じ っ し

される

ことになりました。それから、時代
じ だ い

の移
うつ

り変
か

わりとともに、子
こ

どもたちの食
しょく

生
せい

活
かつ

を取
と

り巻
ま

く環境
かんきょう

は大
おお

きく変化
へ ん か

し、学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

の内容
ないよう

も変
か

わっていきました。 

 

昭和30年代後半には脱脂 

粉乳のミルクが牛乳へと切り替わり、

コッペパン以外のパンやソフトめん 

など、主食の種類が増えていきまし

た。米飯が正式に導入されたのは 

昭和51年のことです。 

 


